
 

労災疾病等医学研究普及サイトの御案内 

「脊柱靭帯骨化症」について 

 

 

 脊柱靭帯骨化症は、脊柱管内の靭帯（後縦靭帯・黄色靭帯）が骨化す

ることで脊柱可動域が低下したり、脊髄が圧迫されることにより四肢麻痺

などの神経障害を起こす疾患で、特定難病に指定されています。予防的治

療法や治療薬剤はなく、脊髄圧迫症状を生じた症例には手術が行われます

が、術後に後遺症を残すことが少なくありません。手術対象者としては勤

労世代である中高年が多く、治療成績は術後の ADL や復職状況に大きく影

響します。 

 当機構では、脊柱靭帯骨化症に対する手術治療成績の調査、合併症の

少ない最適な手術方法の確立、動物モデルによる治療薬探索などを目的と

した以下の３つの研究課題を設定し、令和５年度から開始しています。 

① 勤労世代に多い、脊柱靭帯骨化症に対する手術の後ろ向き調査 

② 勤労世代に多い、頚椎後縦靭帯骨化症に対する手術の前向き調査 

③ 脊柱靭帯骨化症疾患感受性遺伝子に着目した基礎実験研究 

 

50 歳代前後の壮年期に発症することが多い脊柱靭帯骨化症に対する手

術成績が向上し予防的治療が確立すれば、勤労者医療に大きく貢献するも

のと考えています。 

 

本研究の詳細については、「労災疾病等医学研究普及サイト」をご覧く

ださい。 

https://www.research.johas.go.jp/sekichu2023/index.html 


